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　バイロンは，詩劇『マンフレッド』において，「自我」
という問題と向き合った。この「自我」は作品中では，
主人公マンフレッドの心の中で昼も夜も彼を見張り続け
る番人のイメージで表現され，この番人の視線のために
マンフレッドは絶えず落ち着かず不安定な状態に置かれ
ている。『マンフレッド』以前に書かれた，いわゆるバイ
ロニック・ピーV一の登場する物語詩でも，バイロンは
主人公たちに，心の内側にある罪深い宿命感のために苦
渋に満ちた表情をさせるが，彼らはその思いを晴らすか
のように勇敢に戦う。それに反して，マンフレッドは外
側へと発散せず内側へ向って引きこもっていく。この様
子は作品中随所にあるマンフレッドの長い独白の中に明
確に表されている。このような外部との断絶は，現実を
直視し，自己を客観的に見つめていくことからの逃避で
あるということが可能である。
　マンフレッドは自我と対峠しそこに見える罪深さに圧
倒されながらも，一方では自然へと心を向け，重圧から
解放されることを求める。『マンフレッド」のユング・フ
ラウでの場面はバイロンがアルプスに旅した体験が元に
なっており，更にシェリーのすすめで読んだワーズワス
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の色彩が強く表れている。バイロンはユング・フラウを
訪れた際，ワーズワスがモンブランで体験したものと同
じ，孤高の山の人を寄せつけない厳しさと崇高さを感じ
るが，ワーズワスとは異なり，そこからは疲れた心をよ
みがえらせるエネルギーをわきあがらせるどころか，こ
れまでの罪深い自分自身の姿を思い出し，新たな絶望感
におそわれる。マンフレッドも豊かな自然の中で全く同
様の気持ちを抱き，自然力による再生は果たされない。
　このような，マンフレッドと自然との相容れない関係
からも，再びマンフレッドの周囲との断絶が明らかにな
る。内側の番人の視線におびえ，自然の治ゆ力を拒み，
ユング・フラウのように孤高の人間となっても，そこか
ら生命力が発散することのないマンフレッドにとって後
に残されるのは，生きていくことを放棄しようとするあ
きらめである。このように，バイロンにとっても自分自
身が抱えているともいえる問題に，分身ともいえるマン
フレッド直面させながら遂に「自我」に対しての明確な
解答を得られない。これ以降バイロンが『ドン・ジュア
ン』を頂点とする人間社会の表層部分を鋭く描く風刺詩
へ転向していくのは，彼自身心の奥底を見っめることを
放棄した，逃避の姿である。
